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霞ヶ浦北部におけるサシバの原初的な秋の渡り

池野進'･岩崎忠敬2・岡田正夫3･大野晴－４
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はじめに

茨城県におけるサシバβｕｓ種s”､〃7伽ｕｓは３月下旬に渡来し，１０月上旬に渡去する奥鳥

であり，トビ/ｗＩ'us〃7Jig77l/7ｓとならんでﾘ,柚全域に分布する個体数の多いタカである.特に，

霞ヶ浦周辺ではサシバが好む谷津が広範Ｉ用に分布しており,その多くは枝谷津を伴っている

ことから,多数のサシバが生息している(茨城県生活環境部環境政策課2002)．

茨城県内における秋のサシバの小規模な渡りは,すでに1980年代半ばには確認されていた

(日木野,'約の会茨城支部1985)．1988年秋から1992年秋までの５シーズンにわたる県北部の

常陸太田市から筑波山の東約８kｍにある朝日峠を経て,県南部の守谷市の鬼怒川･利根川

合流点に至る北東から南西にほぼ直線上に並ぶ複数の定点における調査や水郷大橋から鬼

怒川･利根川合流点に至る複数定点による利根川流域洲査によって,県北部では９月2311前

後,鬼怒川･利根川合流点付近では９月末から１０月初頭にピークを迎えるサシバの渡りが認

められた(安本1995,池野1995)．この渡りの方向は南関東以西の太平洋側のサシバの渡り

方向に一致しており，鬼怒川･利根川合流点付近の渡りのピークは関東地方の既知の渡りの

ピークに同期している.しかし,これらの通過点におけるｌＨの渡りの規模は,多くても30羽程

度,最大の鬼怒川･利根川合流点付近でさえ100羽以下であり(安本1999)，これらの通過点

を渡った個体数は霞ヶ浦周辺に生息するサシバの個体数に比して少なかった.また,南関東

以西で現れるような間々度を一直線に渡る群れが鬼怒川･利根川合流点付近以外では極め

て稀であり，渡りとにわかに断定できない短距離を移動する個体と併存している.このため繁殖

期を通して当地で生息した地付き個体との区別が付けがたく，渡りの実態がみえにくかった．
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調査地および調査方法

調査地のある茨城県新治郡霞ケ浦町は鯉ケ浦の西にあって,東に突き出た幅６kmの半島

状の地域であり,その北東端にある同町柏崎の富士見塚古墳公園にある前方後円墳の展望

台に定点を段けた(図ｌ)．この古墳は河岸段丘の縁辺部にあって,標高35ｍは周辺で最も高

く,定点の周朋20km以上にわたって標商25ｍから30ｍの平坦な洪積世台地が広がっているた

め,ほぼ360度の広範囲の眺望が得られる(図２)．定点は半島の先端にあり,双眼鏡の可視

範囲外になるとサシバの降下できる陸地がないため，目視での長時間にわたる個体追跡によ

る渡りの特定には好適な条件を備えている.なお,定点の南直下には西から』〔に流れる菱木

Lake
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一方,サシバの渡りの報文は多数あるものの,渡りのピーク時における南関束以西のものに限

られている.また,サシバの国内分布の北部にあたる地域で行なわれているこの樋の洲査も既

往の1淵査期間を蹄襲しており(タカ渡り全国ネットワーク準備会2001)，北部分布域の渡りの実

態は不明である．

本論文では鰻ヶ浦北部沿岸地域に定点を設け,茨城県で渡りがはじまる腹前の８月中旬か

ら９月下旬に至る2002年秋の調査結果を基に,これまで不明であった霞ケ浦北部沿岸地域に

おけるサシバの原初的な秋の渡りを検討する．
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図２．秋期に渡るサシバが飛来する方向と飛去する方向の環境

Fig.２．LandscapGofmigraLiondirectionfbl･Gray-mcedBuzzard-eaglesatFujimizukaTumulusParksinIba-
rakipI､elbctuI､e,Ｃｅ､[raljapan．

川が台地を刻んで幅500ｍの谷津を形成し,川の両岸には大小の枝谷津が平坦な台地に貫

入している.この河川沿いや湖岸に沿った段丘斜面を覆うスダジイcasIa"”率韮bo/bl/i/など

の常緑広葉樹林やスギＱ”zoﾉ７７αだ〃o"たa林は,サシバの営巣地や渡り途中の休息地とし

て利用されている．

調査期間は,2002年８月１５日から同年９月27日までのサシバの動きがないと思われる雨や

曇天の日以外の34日間で行なった.過去の調査から茨城県内の午後のサシバの渡りは極め

て稀なことがわかっているので(池野1993)，調査時間は午前８時から正午までを原則とし,渡

りが継続する場合には１時間延長した．

調査に際しては,サシバが遠ざかっても手ブレで見失うことがないよう,８倍から１０倍の双眼

鏡を三脚に固定して追跡した.追跡終了後の飛跡のトレースが容易になるよう,追跡中は携帯

電話の鉄塔など目印になるような風景が可能な限り双眼鏡の視野に入るように心掛けた.ま

た,種の確認が必要な時は30倍から60倍の望遠鏡をもちいた.追跡終了後,ただちに,渡りの

有無,確認時刻，消失時刻,種名および述し番号などを記録票に許き込むとともに,おもな目

印を書き込んだ地図にその飛跡をトレースし,記録票の通し番号を飛跡の片端ないし両端に

付した.なお,渡り個体とは｢双眼鏡の可視範囲(約６km)を越えてもなお飛び続けたり，ほぼ
















